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① 著書（単著、編著、分担執筆、翻訳）．
・間宮聰夫・野川春夫・石澤伸弘他（分担執筆）：スポーツイベントのマーケティング，市村
出版，pp２１５２２３（全２５０ページ），２０１０．１０．
・沖田孝一（分担執筆）：心臓リハビリテーション必携（指導士資格試験準拠），日本心臓リハ
ビリテーション学会編，株式会社コンパス，２０１０．
・沖田孝一（分担執筆）：現場の疑問に答える 心臓リハビリ 徹底攻略Q&A，上月正博編
著，「動脈硬化とその危険因子」「冠動脈の硬化と狭心症・心筋梗塞の関係」，中外医学社，２０１０．
・小田嶋政子（分担執筆）：祭・芸能・行事大辞典上・下，朝倉書店，２００９．１１．
・粥川道子：社団法人日本キャンプ協会，CAMPING特集リスクマネジメント，安全教育キャ
ンプのススメ，CAMPINGキャンピングNo．１２９，p４，２００９．７．
・粥川道子（分担執筆）：社団法人日本キャンプ協会安全管理委員会，キャンプを企画する人
のためのリスクマネジメントのてびき，事故が起きてしまったら，安全なキャンプのために
PART１０，pp１６１９，２００９．７．
・竹田唯史：スキー運動における技術指導に関する研究―初心者から上級者までの教授プログ
ラム―，共同文化社，２０１０．３．
・蓑内豊・竹田唯史・吉田聡美（分担執筆）：基礎から学ぶスポーツ心理学（改訂増補版），中
西出版，pp１０１７，pp３０３７，pp８０８７，pp１０２１０５，２０１０．４．
・和史朗（分担執筆）：ＩＣＦ（国際生活機能分類）の理念を生かした特別支援教育の実践と
展望，北海道特別支援教育推進研究会編，共生社会の実現－北海道の特別支援教育から－，
北海道通信社，pp２２１２４４，２００９．５．
・水野信太郎（分担執筆）：日本の生活環境文化大事典 受け継がれる暮らしと景観，日本民
俗建築学会，柏書房，pp４８５１，３８９，２０１０．６．５．
・水野信太郎：赤煉瓦アラカルト 北緯４５°～北緯３１°，赤煉瓦ネットワーク北海道大会実行委
員会，pp１５０，２０１０．１０．３０．
・水野信太郎：赤れんがまめ本 煉瓦博士のミニ知識，赤煉瓦ネットワーク北海道大会実行委
員会，pp１７６，２０１０．１０．３０．
・水野信太郎（分担執筆）：セラミックス交流会１２年の歩み，セラミックス交流会，pp１８１９，
２０１１．２
・吉田真（編集）：足関節捻挫予防プログラムの科学的基礎，第３章足関節捻挫後遺症，ナッ
プ，pp７３９６，２０１０．２．
・吉田真（編集）：筋・筋膜性腰痛のメカニズムとリハビリテーション，第２章バイオメカニ
クス，ナップ，pp２９４９，２０１０．３．
・吉田昌弘：足関節捻挫予防プログラムの科学的基礎，第３章足関節捻挫後遺症，９．足関節
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捻挫後遺症，ナップ，pp７３７７，２０１０．２．
・浅尾秀樹・石澤伸弘・上田知行・大西昌美・沖田孝一・小田史郎・小田嶋政子・加藤満・粥
川道子・韓允洙・川初清典・菊地はるひ・北村優明・木下教子・佐々木浩子・佐藤晋也・白
川和希・正武家重治・竹田唯史・谷川松芳・千葉直樹・田光子・土屋律子・永谷稔・中村剛・
永吉英記・畠山孝子・花井篤子・晴山紫恵子・堀内雅弘・増山尚美・森田憲輝・矢野徳郎・
柳敏晴・山田亮・山津幸司・山本敬三・山谷敬三郎・柚木孝敬・吉田真・渡邊將司：北方圏
における生涯スポーツ社会の構築 生涯スポーツ叢書１，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究
センター，響文社，２０１０．３．
② 原著論文（査読つき）
・青木康太朗：子どもたちの海に対する意識や態度に関する日新比較研究，日本生涯教育学会
論集，３１巻，pp１３３１４２，２０１０．９．
・宮地元彦・安永明智・石澤伸弘他：特定保健指導の脱落要因－国保ヘルスアップ事業の結果
より－，臨床スポーツ医学，第２６巻 第１２号，pp１５０１１５０６，２００９．１１．
・石澤伸弘・上田知行・本多理紗：高齢者の運動実践が日常生活に及ぼす影響の分析―北海道
訓子府町末広地区調査の結果から―，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，創刊
号，pp９１６，２０１０．７．
・Yabe I・Tha KK・Yokota T・Sato K・Soma H・Takei A・Terae S・Okita K・Sasaki
H.：Estimation of skeletal muscle energy metabolism in MachadoJoseph disease using
（３１）PMR spectroscopy., Mov Disord.，Vol．２６，pp１６５１６８，２０１１ Jan．
・Okita K：Effects of Blood Flow Restriction on Intramuscular Energetic Metabolism Dur-
ing Resistance Exercise., Adv. Exerc. Sports Physiol., Adv. Exerc. Sports Physiol.，
Vol．１５，pp１２１１２５，２０１０Feb．
・Suga T・Okita K・Morita N・Yokota T・Hirabayashi K・Horiuchi M・Takada S・Omok-
awa M・Kinugawa S・Tsutsui H：Dose Effect on Intramuscular Metabolic Stress during
LowIntensity Resistance Exercise with Blood Flow Restriction., J Appl Physiol，
Vol．１０８，pp１５６３１５６７，２０１０ Jun．
・Horiuchi M・Okita K・Takada S・Omokawa M・Suga T・Morita N・Hirabayashi K・
Yokota T・Kinugawa S・Tsutsui H.：Effects of oral singledose administration of sar-
pogrelate hydrochloride on saturation０（２）of calf muscle during plantar flexion exercise.,
Adv Exp Med Biol.，Vol．６６２，pp５３１５３６，２０１０．
・Suga T・Okita K・Morita N・Yokota T・Hirabayashi K・Horiuchi M・Takada S・Taka-
hashi T・Omokawa M・Kinugawa S・Tsutsui H.：Intramuscular Metabolism during
LowIntensity Resistance Exercise with Blood Flow Restriction., J Appl Physiol.，
Vol．１０６，pp１１１９１１２４，２００９Apr．
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・Yokota T・Kinugawa S・Hirabayashi K・Matsushima S・Inoue N・Ohta Y・Hamaguchi
S・Sobirin MA・Ono T・Suga T・Kuroda S・Tanaka S・Terasaki F・Okita K・Tsutsui
H.：Oxidativestress in skeletal muscle impairs mitochondrial respiration and limits exer-
cise capacity in type ２ diabetic mice., Am J Physiol Heart Circ Physiol.，Vol．２９７，pp
１０６９１０７７，２００９ Sep．
・Kishimoto N・Okita K・Takada S・Sakuma I・Saijo Y・Chiba H・Ishii K・Kishi R・
Tsutsui H.：Lipoprotein metabolism, insulin resistance, and adipocytokine levels in Japa-
nese female adolescents with a normal body mass index and high body fat mass.，Circ
J.，Vol．７３，pp５３４５３９，２００９ Jan．
・沖田孝一：運動療法について―運動療法の根底にあるもの―，札医通信（札幌医師会），
２２．１２．２０No．５２０号，pp２７，２０１０．１２．
・沖田孝一：運動と酸化ストレスーどう治療に役立てるかー，Heart View １０，pp８５９３，pp
８５９３，２０１０．１０．
・沖田孝一・森田憲輝・横田卓・堀内雅弘・佐々木浩子・絹川真太郎・村上猛：血流制限下低
強度レジスタンス運動に関する基礎的検討，北翔大学北方圏学術情報センター紀要，Vol．２，
pp１１５１１９，２００９．
・大枝近子・高岡朋子・佐藤悦子：販売員の言葉かけが衣服の購入に与える影響，日本家政学
会誌，Vol．６０．№９，pp７９１８０２，２００９．
・千葉直樹・永谷稔・石澤伸弘：地方会場におけるレラカムイ北海道の観戦者実態調査―稚内・
釧路会場の調査結果から―，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，創刊号，pp
１８，２０１０．７．
・Makoto Yoshida・Yasuaki Saho・Masaki Katayose：Reliability of Measurement of Hu-
meral Retroversion Using Ultrasound Imaging in Healthy Non Throwing Population.,
Journal of Sport Rehabilitation.，１９，pp１４９１６０，２０１０．５．
・吉田昌弘・菅原一博・谷口圭吾・片寄正樹：超音波画像による足関節前方引き出しテストの
定量評価の再現性，理学療法科学，２５巻，pp４９９５０３，２０１０．
③ 一般論文
・石澤伸弘・永谷稔：プロバスケットボールチームの観戦者に関する実態調査－他競技の観戦
行動も行う観戦者の特性に着目して－，体育社会学専門分科会発表論文集，日本体育学会
第６０回大会，pp．７７８２，２００９．８．
・石澤伸弘・永谷稔：プロバスケットボール観戦者の観戦行動特性に関する研究，北翔大学生
涯スポーツ学部研究紀要，創刊号，pp５１５８，２０１０．３．
・千葉直樹・永谷稔・石澤伸弘：稚内・釧路会場にみるプロスポーツの観戦者に関する実態調
査－地方会場における試合開催に伴う経済効果に着目して－，日本体育学会 第６１回大会体
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育社会学専門分科会発表論文集，第６１回大会，pp４１４６，２０１０．９．
・束原文郎・石澤伸弘・山本理人：札幌市民のスポーツライフスタイル調査研究―「教育機
関での運動経験」と「職業」に着目して―，日本体育学会 第６１回大会体育社会学専門分科
会発表論文集，第６１回大会，pp１０８１１３，２０１０．９．
・石澤伸弘・束原文郎・山本理人：札幌市民のスポーツライフスタイル調査研究―「実施ス
テージ」と「ソーシャルサポート」に着目して―，日本体育学会 第６１回大会体育社会学専
門分科会発表論文集，第６１回大会，pp１１４１１９，２０１０．９．
・小田史郎：大学生アスリートの睡眠状況について，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，創
刊号，pp９１６，２０１０．３．２０．
・小田史郎：大学生アスリートの睡眠と生活習慣に関する研究，北翔大学生涯スポーツ学部研
究紀要，第２号，pp１１１８，２０１１．３．
・木下教子・小田嶋政子：本学野球部学生の食生活状況，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究セ
ンター年報，創刊号，pp５１５６，２０１０．７．
・小田嶋政子：郷土食の読み方－ジンギスカンとルイベ，Vesta，№７８，pp１４１７，２０１０．５．
・粥川道子・山田亮：高等教育機関における野外教育の試み（１），北翔大学生涯スポーツ学
部研究紀要，創刊号，pp７１８２，２０１０．３．
・山田亮・粥川道子：大学キャンプ実習における参加者の信頼感および自己開示に及ぼす影響，
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，創刊号，pp８３９１，２０１０．３．
・高岡朋子：下肢運動に適合したパンツの考察，生涯学習システム学部研究紀要，１１号，２０１１．３．
・竹田唯史・大宮真一・増山尚美・晴山紫恵子：江別市における児童の体力向上に関する研究
－東広島市内小学校における児童の体力向上の取り組みの視察報告－，北翔大学生涯スポー
ツ学部研究紀要，創刊号，pp１０７－１１９，２０１０．３．
・竹田唯史・山本敬三・吉田真・大宮真一・近藤雄一郎・川口城二・小松洋介：北方圏生涯ス
ポーツ研究センターにおける競技者を対象とした体力測定の結果について，北翔大学北方圏
生涯スポーツ研究センター年報，創刊号，pp３１－３６，２０１０．７．
・大宮真一・竹田唯史・増山尚美・晴山紫恵子・山本公輔：江別市における体力向上に関する
研究―こどもの体力・運動能力の現状と身体活動量の調査方法について―，北翔大学北方圏
生涯スポーツ研究センター年報，創刊号，pp５７６７，２０１０．７．
・竹田唯史・大宮真一・山本公輔・増山尚美・晴山紫恵子：江別市における児童の体力向上に
関する研究（第３報）―Ａ小学校における朝運動プログラムの実践―，北翔大学生涯スポー
ツ学部研究紀要，第２号，pp１９３４，２０１１．３．
・大宮真一・竹田唯史・増山尚美・晴山紫恵子・山本公輔：江別市における子どもの体力向上
に関する研究Ａ小学校の体力・運動能力の現状と身体活同量の調査方法について，北翔
大学北方圏生涯スポーツセンター年報，創刊号，pp５７６７，２０１０．７．
・大宮真一・竹田唯史・増山尚美・晴山紫恵子・山本公輔：江別市における児童の体力向上に
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関する研究（第４報）－千葉県八千代市立西高津小学校における児童の体育授業の取り組み
の視察報告－，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，第２号：pp１０１１０８，２０１１．３．
・大宮真一・晴山紫恵子・山本公輔・竹田唯史・増山尚美，本学学生の「こども体力向上事業」
への指導者として参加の事例報告～官学連携による地域の子ども体力向上事業を活用したキャ
リア教育の試み～，北翔大学短期大学部研究紀要，４９号，２０１１．３．
・谷川松芳：生涯学習計画における社会教育行政及び職員の役割，北海道大学高等教育開発総
合センター生涯学習計画研究部年報，pp６４７５，２０１０．３．
・谷川松芳：公民館の連携事業を考える，財団法人 全国公民館連合会 月刊公民館，pp２２
２５，２０１０．６．
・土屋律子・小田嶋政子・木下教子：地域住民および本学大学生の食品摂取状況の比較，北翔
大学生涯スポーツ学部研究紀要，創刊号，pp３３３９，２０１０．３．
・永谷稔・伏見明洋：学校運動部活動の系譜と今後のあり方に関する研究－江別市内における
指導者調査から－，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，第２号，pp５１６２，２０１１．３．
・永谷稔：北方圏における総合型地域スポーツクラブ設立の周辺住民追跡調査結果，北翔大学
生涯スポーツ学部研究紀要，創刊号，pp１７２５，２０１０．３．
・増山尚美：スポーツによる地域と大学との連携，北翔大学生涯学習システム学部研究紀要，
第１０号，pp１１１６，２０１０．３．
・山下京子・荒木敦子・水野信太郎・岸玲子：北海道における寒冷地住宅の建築学的特長，ビ
ルと環境，第１２５号，pp４１０，２００９．６．１．
・水野信太郎：江別市内における煉瓦産業１２０年の変遷，北翔大学人間福祉研究，第１３号，pp
１６５１８０，２０１０．３．２０．
・水野信太郎：ものづくりフェスタにおけるミニチュア煉瓦アーチ積成功，北翔大学生涯スポー
ツ学部研究紀要，創刊号，pp９３１０６，２０１０．３．２０．
・水野信太郎：北海道の木版画家 尾崎志郎の戦中戦後 ―生前の聞き取り調査記録―，北翔
大学短期大学部研究紀要，第４８号，pp１５３０，２０１０．３．２３．
・水野信太郎：えべつやきもの市における手づくりピザの実践，北翔大学生涯学習システム学
部研究紀要，第１０号，pp１７３２，２０１０．３．２５．
・水野信太郎：大正・昭和初期の鳥瞰図に見るスポーツ，教育，厚生施設に関する研究（その
１），北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，第２号，pp３５５０，２０１１．３．
・水野信太郎：北原白秋の作品に見る近代産業と日常生活 ―石川啄木との比較を中心に，北
翔大学生涯学習システム学部研究紀要，第１１号，pp１４５１６０，２０１１．３．
・水野信太郎：生活素材理解学習としての木版画制作体験，北翔大学短期大学部研究紀要，第
４９号，pp１１６，２０１１．３．
・水野信太郎：啄木青年期の生活空間，北翔大学生涯学習システム学部研究紀要，第１０号，pp
１７７１８２，２０１０．３．
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・水野信太郎：石川啄木教員時代の生活空間，北翔大学短期大学部研究紀要，第４８号，pp６５
７０，２０１０．３．
・水野信太郎：中央四島に見る日本の赤煉瓦建築，北翔大学生涯学習システム学部研究紀要，
第１１号，pp１８９１９６，２０１１．３．
・水野信太郎：石川啄木晩年の生活空間，北翔大学短期大学部研究紀要，第４９号，pp１８，２０１１．３．
・山本敬三・杉本つばさ：クロスカントリースキー滑走法の力学的特性～スーパースケーティ
ング走法の分析～，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，創刊号，pp１７，２０１０．３．
・山本敬三・吉田真：２００９年度スポルスポーツアカデミー実施報告，北翔大学北方圏生涯スポー
ツ研究センター年報，創刊号，pp２３２６，２０１０．３．
・山本敬三・松澤衛：スキージャンプ・テイクオフ動作のバイオメカニクス的トレーニングの
提案，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，第２号，pp１１０，２０１１．３．
・松澤衛・山本敬三：バランスWii ボードを用いたスキージャンプ用トレーニング機器の開発，
北翔大学生涯学習システム学部研究紀要，第１１号，２０１１．３．
・小田史郎・加藤満・白川和希・千葉直樹・吉田真：講習会参加者の感想から見た新スポーツ
「ゴルポッカ」の普及に関する課題，北翔大学生涯学習システム学部研究紀要，９号，pp
１７２５，２００９．３．
・吉田真・長瀬左代子：北翔大学体育系学生団体におけるスポーツ外傷・障害調査２００７２００８，
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，創刊号，pp４１４９，２０１０．３．
④ 学会発表（口頭発表・ポスターセッション）
・Nobuhiro Ishizawa：Physical strength improvement program in winter for elderly 
Case with Hokkaido in Japan, ６th Conference of the European Association for Sociology
of Sport, Scuola dello Sport CONI, Rome, Italia，２００９．５．
・石澤伸弘・永谷稔：プロバスケットボールチームの観戦者に関する実態調査－他競技の観戦
行動も行う観戦者の特性に着目して－，日本体育学会 第６０回大会，広島大学，２００９．８．
・石澤伸弘：プロバスケットボールチームの観戦者に関する実態調査－産学官連携による地域
活性効果について－，日本体育学会 第６０回大会，広島大学，２００９．８．
・石澤伸弘：JBLプロバスケットボール観戦者の観戦行動特性に関する研究―レラカムイ北海
道のホームゲーム観戦者に着目して―，日本生涯スポーツ学会 第１１回大会日本生涯スポー
ツ学会 第１１回大会，２００９．９．
・束原文郎・石澤伸弘・山本理人：札幌市民のスポーツライフスタイル調査研究―「教育機
関での運動経験」と「職業」に着目して―，日本体育学会 第６１回大会，中京大学，２０１０．９．
・石澤伸弘・束原文郎・山本理人：札幌市民のスポーツライフスタイル調査研究―「実施ス
テージ」と「ソーシャルサポート」に着目して―，日本体育学会 第６１回大会，中京大
学，２０１０．９．
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・石澤伸弘・上田知行：道東地区に居住する高齢者の運動・スポーツ実施が日常生活に及ぼす
影響の分析，日本生涯スポーツ学会 第１２回大会，仙台大学，２０１０．１０．
・柳川尚子・安永明智・石澤伸弘他：高齢者のQOLを支える介護予防事業実態調査―自治
体の介護予防プログラムの実施概要―，第６９回日本公衆衛生学会総会，東京国際フォーラ
ム，２０１０．１０．
・安永明智・石澤伸弘・柳川尚子他：高齢者のQOLを支える介護予防事業実態調査―事業
への出席及び効果に関連する要因―，第６９回日本公衆衛生学会総会，東京国際フォーラ
ム，２０１０．１０．
・石澤伸弘・安永明智・柳川尚子他：高齢者のQOLを支える介護予防事業実態調査―イン
タビュー調査の結果から―，第６９回日本公衆衛生学会総会，東京国際フォーラム，２０１０．１０．
・Kadoguchi T・Okita K・Suga，T・Takada S・Omokawa M・Morita N・Horiuchi M・
Takahashi，M・Yokota T・Hirabayashi K・Kinugawa S・Tsutsui H．：Difference In
Metabolic Stress During Resistance Exercise With Blood Flow Restriction Between
Sprinters And Endurance Runners., Medicine & Science in Sports & Exercise．４２，
４１，Baltimore USA, June ２０１０．
・Takada S・Okita K・Suga，T・Omokawa M・Kadoguchi T・Morita N・Horiuchi M・
Takahashi，M・Yokota T・Hirabayashi K・Kinugawa S・Tsutsui H．：Exercise．Medicine
& Science in Sports & Highmetabolic Stress During Resistance Exercise Might Pro-
vide Muscle Hypertrophy And Strength Increase Even With Lowmechanical Stimulus.,
Exercise.４２，４９８，Baltimore USA，June ２０１０．
・Hirabayashi K・Kinugawa S・Yokota T・Suga T・Morita N・Ono D・Sobirin MA・Taka-
hashi M・Okita K・Tsutsui H．Increased：Intracellular Lipid in Leg Skeletal Muscle is
Associated wit Lowered Aerobic Exercise Capacity in Patients with Dilated Cardio-
myopathy., Circulation Journal vol．７４ Supplement I：１７２，Kyoto Japan，March ２０１０．
・Takada S・Okita K・Suga T・Morita N・Omokawa M・Horiuchi M・Yokota T・Hirabay-
ashi K・Kinugawa S・Tsutsui H．：Metabolic Stress Predicts the Training Effects of re-
sistance Training., Circulation Journal vol．７４Supplement I，３８３，Kyoto Japan，March
２０１０．
・Hirabayashi K・Kinugawa S・Yokota T・Suga T・Morita N・Ono D・Sobirin MA・Taka-
hashi M・Okita K・Tsutsui H．：The Increase in Intramyocellular Lipid in Leg Skeletal
Muscle is Associated With Lowered Aerobic Exercise Capacity in Patients With Heart
Failure.,Circulation,Orlando USA，Nov ２００９，１２０，S５５０．
・Yokota T・Kinugawa S・Hirabayashi K・Suga T・Morita N・Takahashi M・Takada S・
Omokawa M・Matsushima S・Sobirin MA・Ono T・Okita K・Tsutsui T．：Pioglitazone
Improves Aerobic Capacity and Skeletal Muscle HighEnergy Phosphate Metabolism in
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Patients With Metabolic Syndrome.,Circulation, Orlando USA，Nov ２００９，１２０，S５５０．
・Takada S・Okita K・Suga T・Morita N・Omokawa M・Horiuchi M・Yokota T・Hirabay-
ashi K・Kinugawa S・Tsutsui H．：Intramuscular Metabolic Load in Multiple Sets Low
intensity Resistance Exercise with Different Patterns of Blood Flow Restriction., The
Journal of Physiological Sciences．Volume ５９，Supplement １，２１９，Kyoto Japan，July
２００９．
・Omokawa M・Okita K・Suga T・Morita N・Takada S・Horiuchi M・Yokota T・
Hirabayashi K・Kinugawa S・Tsutsui H．：Examining a Protocol of Low Intensity Resis-
tance Training with Blood Flow Restriction., The Journal of Physiological Sciences. Vol-
ume５９，Supplement １，２２０，Kyoto Japan，July ２００９．
・Morita N・Iizuka K・Machida T・Horiuchi M・Hirafuji M・Okita K．：Exposure to Pres-
sure Stimulus Suppresses Myogenin Expression in Diffrenciating Myoblast. ,The Jour-
nal of Physiological Sciences. Volume５９，Supplement １，２１７，Kyoto Japan，July２００９．
・Takada S・Okita K・Suga T・Morita N・Omokawa M・Horiuchi M・Yokota T・
Hirabayashi K・Kinugawa S・Tsutsui H．：Dose Gender Affect Skeletal Muscle Response
to Resistance Exercise With Blood Flow Restriction？，Medicine ＆ Science in Sports
＆ Exercise．４１，４７４４７５，Seatle USA，May ２００９．
・Suga T・Okita K・Takada S・Morita N・Omokawa M・Horiuchi M・Yokota T・
Hirabayashi K・Kinugawa S・Tsutsui H．：Remarkable Effects Of Continuous Blood
Flow Restriction During Multiple Sets of Low Intensity Resistance Exercise. ,Medicine
& Science in Sports & Exercise．４１，４７５，Seatle USA，，May２００９．
・Sugaya M・Fujita S・Ogasawara R・Ozaki H・Sakamaki M・Suga T・Omokawa M・
Takada S・Sato Y・Okita，K・Abe T．：Kinetics of Intramuscular Inorganic Phosphate
During Low Intensity Exercise With Blood Flow Restriction. ,Medicine & Science in
Sports & Exercise．４１，１４０１４１，Seatle USA，，May２００９．
・佐藤貴志・門口智泰・高田真吾・菅唯志・面川雅司・森田憲輝・堀内雅弘・沖田孝一：流制
限を併用した筋力トレーニングが動脈硬化指標へ与える急性効果，第７回血管バイオメカニ
クス研究会 品川グランドセントラルタワー，東京，２０１０．１１．６．
・門口智泰・沖田孝一・堀内雅弘：近赤外線分光法による反応性充血時の末梢血管拡張反応評
価の可能性，第１７回医用近赤外線分光法研究会 旭川グランドホテル，北海道旭川市，２０１０．
１０．１６．
・高田真吾・沖田孝一・菅唯志・堀内雅弘・佐古隆之・森田憲輝・面川雅司・門口智泰・佐藤
貴志・福島新・高橋将成・横田卓・絹川真太郎・筒井裕之：短距離走および長距離走者にお
ける血流制限下レジスタンス運動時の 骨格筋代謝および酸素動態，第１７回医用近赤外線分
光法研究会 旭川グランドホテル，北海道旭川市，２０１０．１０．１６．
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・森田憲輝・菅唯志・高田真吾・門口智泰・沖田孝一：肝機能は運動トレーニングによって改
善する多危険因子を有する中高年での検討，第６５回日本体力医学会総会 千葉商科大学，
２０１０．９．１６１８．
・横山知里・高田真吾・菅唯志・門口智泰・佐藤貴志・横山知里・森田憲輝・沖田孝一：休息
期のみに血流制限を実施したレジスタンス運動の効果．，第６５回日本体力医学会総会 千葉
商科大学，２０１０．９．１６１８．
・菅唯志・高田真吾・面川雅司・門口智泰・佐藤貴志・横山知里・森田憲輝・沖田孝一：メタ
ボリック症候群患者における骨格筋代謝機能不全は酸化ストレスの増加に関連する，第６５回
日本体力医学会総会 千葉商科大学，２０１０．９．１６１８．
・門口智泰・沖田孝一・菅唯志・高田真吾・面川雅司・佐藤貴志・森田憲輝：血流制限を併用
したレジスタンス運動筋量・筋力及び血管機能に与える影響，第６５回日本体力医学会総会
千葉商科大学，２０１０．９．１６１８．
・佐藤貴志・菅唯志・高田真吾・門口智泰・面川雅司・森田憲輝・沖田孝一：心不全患者にお
ける血流制限を併用したレジスタンス運動の意義筋内代謝的負荷からの検討，第６５回日本体
力医学会総会 千葉商科大学，２０１０．９．１６１８．
・面川雅司・菅唯志・高田真吾・門口智泰・佐藤貴志・横山知里・森田憲輝・鎌倉一・沖田孝
一：血流制限を併用した低強度レジスタンス運動の効果は，総負荷量で決まる，第６５回日本
体力医学会総会 千葉商科大学，２０１０．９．１６１８．
・高田真吾・菅唯志・面川雅司・門口智泰・佐藤貴志・横山知里・森田憲輝・沖田孝一：血流
制限下レジスタンス運動中に生じる筋内代謝ストレスと筋肥大・筋力増加，第６５回日本体力
医学会総会 千葉商科大学，２０１０．９．１６１８．
・佐藤貴志・沖田孝一・菅唯志・高田真吾・面川雅司・門口智泰・今泉貴・森田憲輝・高橋将
成・横田卓・平林鑑・絹川真太郎・筒井裕之：レジスタンス運動に併用する血流制限のタイ
ミングが筋内代謝的負荷に及ぼす影響，第１６回日本心臓リハビリテーション学会 かごしま
県民交流センター，鹿児島，２０１０．７．１７１８．
・今泉貴・菅唯志・高田真吾・面川雅司・門口智泰・佐藤貴志・森田憲輝・高橋将成・横田卓・
平林鑑・絹川真太郎・沖田孝一：血流制限を併用した低強度レジスタンス運動：work rate
と total work volume の検討，第１６回日本心臓リハビリテーション学会 かごしま県民交
流センター，鹿児島，２０１０．７．１７１８．
・高田真吾・菅唯志・面川雅司・門口智泰・佐藤貴志・今泉貴・森田憲輝・高橋将成・横田卓・
平林鑑・絹川真太郎・沖田孝一：レジスタンス運動における筋内代謝的負荷とトレーニング
効果の関連，第１６回日本心臓リハビリテーション学会 かごしま県民交流センター，鹿児島，
２０１０．７．１７１８．
・高橋将成・絹川真太郎・菅唯志・平林鑑・横田卓・門口智泰・面川雅司・高田真吾・沖田孝
一・筒井裕之：心不全患者におけるレジスタンス運動の筋内エネルギー代謝に及ぼす影響の
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検討，第１６回日本心臓リハビリテーション学会 かごしま県民交流センター，鹿児島，
２０１０．７．１７１８．
・門口智泰・沖田孝一・菅唯志・高田真吾・面川雅司・門口智泰・佐藤貴志・今泉貴・森田憲
輝・高橋将成・横田卓・平林鑑・絹川真太郎・筒井裕之：血流制限を併用した短期間の低強
度筋力トレーニングが筋量・筋力および動脈硬化指標に与える影響，第１６回日本心臓リハビ
リテーション学会 かごしま県民交流センター，鹿児島，２０１０．７．１７１８．
・門口智泰・高田真吾・菅唯志・面川雅司・森田憲輝・堀内雅弘・沖田孝一：血流制限を併用
した低強度筋力トレーニングが血圧および動脈硬化指標に及ぼす影響，第６回血管バイオメ
カニクス研究会 ホテルパシフィック東京，東京，２００９．１２．５．
・沖田孝一・高田真吾・菅唯志・面川雅司・門口智泰・松野友迪・森田憲輝・堀内雅弘：慢性
心不全患者の局所骨格筋運動における血流制限の意義，第６４回日本体力医学会総会 新潟国
際会議場，２００９．９．１８２０．
・門口智泰・高田真吾・面川雅司・菅唯志・松野友迪・森田憲輝・堀内雅弘・沖田孝一：血流
制限を併用した低強度レジスタンス運動時の骨格筋内代謝的負荷：複数セットにおける検討，
第６５回日本体力医学会総会 新潟国際会議場，２００９．９．１８２０．
・高田真吾・菅唯志・面川雅司・門口智泰・松野友迪・森田憲輝・堀内雅弘・沖田孝一：短距
離および長距離走選手における血流制限下レジスタンス運動時の筋内代謝的負荷の違い，第
６６回日本体力医学会総会 新潟国際会議場，２００９．９．１８２０．
・面川雅司・菅唯志・門口智泰・高田真吾・松野友迪・森田憲輝・堀内雅弘・沖田孝一：併用
する血流制限圧の違いがレジスタンス運動時骨格筋代謝に与える影響，第６４回日本体力医学
会総会：新潟国際会議場，２００９．９．１８２０．
・菅唯志・沖田孝一・森田憲輝・高田真吾・面川雅司・堀内雅弘：メタボリック症候群では骨
格筋エネルギー代謝異常が有酸素運動能を低下させる，第６４回日本体力医学会総会：新潟国
際会議場，２００９．９．１８２０．
・松野友迪・沖田孝一・高田真吾・菅唯志・面川雅司・門口智泰・森田憲輝・堀内雅弘：持久
性運動選手の骨格筋酸化能力とその規定因子，第６４回日本体力医学会総会：新潟国際会議
場，２００９．９．１８２０．
・菅唯志・沖田孝一・森田憲輝・高田真吾・面川雅司ら：血流制限下低強度レジスタンス運動
における性差，第１５回日本心臓リハビリテーション学会 台場ファッションタウンビル，東
京，２００９．７．１７１９．
・高田真吾・菅唯志・森田憲輝・面川雅司・沖田孝一：血流制限を併用したレジスタンス運動
の効果－骨格筋特性の違いによる影響－，第１５回日本心臓リハビリテーション学会 台場ファッ
ションタウンビル，東京，２００９．７．１７１９．
・面川雅司・沖田孝一・菅唯志・森田憲輝・高田真吾・木下教子：虚血を応用したレジスタン
ス運動：血流制限圧の違いが運動時骨格筋代謝に与える影響，第１５回日本心臓リハビリテー
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ション学会 台場ファッションタウンビル，東京，２００９．７．１７１９．
・森田憲輝・沖田孝一・村上猛・西島宏隆：運動トレーニングは肝機能マーカーを改善する，
第１５回日本心臓リハビリテーション学会 台場ファッションタウンビル，東京，２００９．７．１７
１９．
・白川和希・小田史郎・加藤満・千葉直樹・吉田真：講習会参加者のアンケート調査からみた
新スポーツ「ゴルポッカ」の普及活動の課題（ポスター），第２０回冬季スポーツ科学研究フォー
ラム，江別市，２００９．７．
・小田史郎：運動部に所属する大学生の睡眠習慣に関する調査，日本睡眠学会第３４回定期学術
集会，大阪市，２００９．１０．２４２７．
・小田史郎・白川和希：アクチグラフにより抽出した不眠者における運動実施のタイミングが
睡眠に及ぼす影響，日本睡眠学会第３５回定期学術集会，名古屋市，２０１０．７．１２．
・杉岡品子：学校臨床における保護者への森田療法的アプローチ，第２８回森田療法学会大会，
札幌市，２０１０．１１．２７．
・近藤雄一郎・川口城二・竹田唯史：アルペンスキー競技における人工造成物を利用したトレー
ニングについて―全日本女子ジュニアチームのトレーニング実践報告―，第２０回冬季スポー
ツ科学フォーラム，江別市，北翔大学，２００９．７．
・近藤雄一郎・進藤省次郎・竹田唯史：アルペンスキー競技における技術・戦術構造について，
日本体育学会第６０回大会，広島大学，２００９．８．
・小松洋介・竹田唯史：スピードスケートにおける競技者を対象とした指導プログラム―大学
生ショートトラック・スピードスケート選手を対象として―，日本体育学会第６０回大会，
広島大学，２００９．８．
・竹田唯史・近藤雄一郎：大学スキー授業における初心者を対象としたスキー指導に関する研
究，平成２１年度北海道体育学会研究大会，北見工業大学，２００９．１１．
・長島周平・竹田唯史：野球における技術・戦術構造について，平成２１年度北海道体育学会研
究大会，北見工業大学，２００９．１１．
・近藤雄一郎・竹田唯史・川口城二：アルペンスキー競技大回転種目における技能レベル区分
の試み，日本スキー学会第２０回大会，北海道，ルスツリゾート，２０１０．３．
・竹田唯史・近藤雄一郎・川口城二：ルペンスキー競技における基礎的技術についての調査研
究 ナショナルチームコーチが目指すアルペンスキー技術，日本体育学会第６１回大会，中京
大学，２０１０．９．
・近藤雄一郎・竹田唯史・川口城二：小型デジタルビデオカメラを利用したアルペンスキー競
技回転種目における頭部操作の分析手法の検討，日本体育学会第６１回大会， 中京大学，２０１０．９．
・小林宣子・竹田唯史：大学生スポーツ選手の心理的コンディションについて― スキー・ス
ケート選手を対象として ―，日本体育学会第６１回大会，中京大学，２０１０．９．
・竹田唯史・近藤雄一郎・山本敬三：バンクーバーオリンピック女子モーグル競技決勝におけ
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るタイム・得点分析，平成２２年度北海道体育学会第５０回記念大会，北海道大学，２０１０．１２．
・近藤雄一郎・竹田唯史・川口城二：アルペンスキー競技における技術の質的発展構造につい
て―国内B級大会参加選手を対象として―，平成２２年度北海道体育学会第５０回記念大会，
北海道大学，２０１０．１２．
・小林宣子・竹田唯史：スケート・スキー選手を対象としたメンタルトレーニングについて，
平成２２年度北海道体育学会第５０回記念大会，北海道大学，２０１０．１２．
・佐藤亮平・竹田唯史：サッカーの技術・戦術構造， 平成２２年度北海道体育学会第５０回記念
大会，北海道大学，２０１０．１２．
・Tadashi Takeda・Keizo Yamamoto・Yuichiro Kondo：ANALYSIS OF THE LADIES
MOGULS INAT THE VANCOURVER VANCOURVER ２０１０ OLYMPIC WINTER
OLYMPIC GAME，５th International Congress on Science and Skiing（第５回国際スキー
科学学会），St．Christoph，Austria，２０１０．１２．１４１９．
・Keizo Yamamoto・Tadashi Takeda・Yuichiro Kondo・Makoto Yoshida and Masaki
Katayose：TAKEOFF FORCE IN SKI JUMPING：AGE AND GENDER DIFFER-
ENCES，５th International Congress on Science and Skiing（第５回国際スキー科学学会），
St．Christoph，Austria，２０１０．１２．１４１９．
・竹田唯史・近藤雄一郎・山本敬三：バンクーバーオリンピック・モーグル競技決勝における
タイム・得点分析，日本スキー学会第２１回大会，新潟，２０１１．２．
・三浦望慶・竹田唯史・三浦哲・山本敬三：国際スキー科学学会の動向について―第１回から
第５回までの軌跡―，日本スキー学会第２１回大会，新潟，２０１１．２．
・谷川松芳：生涯学習社会と公民館職員の役割，２０１０年度北海道公民館研修会シンポジュウム
札幌市カデル２・７，２０１０．６．
・土屋律子・黒川正博・山際睦子・山部秀子・鈴木純子・安江千歳・岸本憲明・村松宰・河口
明人：赤血球多価不飽和脂肪酸分布と生活習慣病危険因子，第５６回栄養改善学会，札幌，
２００９．９．３．
・柳沢三枝・黒川正博・鈴木純子・村松宰・安江千歳・山際睦子・山部秀子・土屋律子・岸本
憲明・河口明人：インスリン抵抗性と脂肪酸について，第５６回栄養改善学会， 札幌，
２００９，９．３．
・永谷稔・石澤伸弘・千葉直樹：プロバスケットボールチームによる地域活性について－産官
学連携事業による地域活性効果の模索－，日本体育学会第６１回大会，中京大学，２０１０．９．１０．
・永谷稔・石澤伸弘：プロバスケットボールチームの観戦者に関する実態調査－産学官連携に
よる地域活性効果について－，日本体育学会 第６０回大会，広島大学，２００９．８．２７．
・永谷稔：小学生バレーの普及について－教材化による底辺拡大と中学連携－（シンポジウム
司会進行），日本バレーボール学会２０１０バレーボールミーティング，北翔大学，２０１０．７．１８．
・千葉直樹・永谷稔・石澤伸弘：稚内・釧路会場にみるプロスポーツの観戦者に関する実態調
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査－地方会場における試合開催に伴う経済効果に着目して－，日本体育学会 第６１回大会，
中京大学，２０１０．９．８．
・和史朗：障害を有する教員志望の学生に対する大学のサポートについて，全国私立大学教職
課程研究連絡協議会第３０回研究大会，札幌市，２０１０．５．１６．
・水野信太郎：日照山常光寺と萬年山宝徳寺（啄木ゆかりの建築物２），日本建築学会北海道
支部研究報告集，第８２号，日本建築学会北海道支部，pp４０１４０４，北海学園大学工学部キャ
ンパス，２００９．７．４．
・野口英一朗・水野信太郎：岡山県笠岡市の旧ホフマン式輪窯（研究１） ―その履歴と平面
規模―，日本建築学会大会学術講演梗概集，東北，日本建築学会，pp２７３－２７４，東北学院
大学泉キャンパス，２００９．８．２９．
・水野信太郎・野口英一朗：岡山県笠岡市の旧ホフマン式輪窯（研究２） ―その仕組みと系
譜―，日本建築学会大会学術講演梗概集，東北，日本建築学会， pp２７５－２７６，東北学院大
学泉キャンパス，２００９．８．２９．
・水野信太郎・伊藤大介・角幸博・川島洋一・越野武・小林孝二・駒木定正・武田明純・中渡
憲彦・西澤岳夫（共著）：「北海道における建築歴史学の研究史」活動報告，日本建築学会
北海道支部研究報告集，第８３号，日本建築学会北海道支部，pp４８５４９２，室蘭工業大学，
２０１０．７．３．
・水野信太郎：文献（知の遺産）復刻と普及・活用，シンポジウム「日本の技術史をみる眼」
第２９回，私のまわりの産業遺産―記録・保存・活用の事例―講演報告資料集，中部産業遺産
研究会，pp１６２０，名城大学名駅サテライト多目的室，２０１１．３．５．
・水野信太郎：東海地方最大煉瓦建築の実測・その後 ―旧カブトビール工場の初調査と現状
―， シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第２９回，私のまわりの産業遺産―記録・保存・
活用の事例―講演報告資料集，中部産業遺産研究会，pp１０２－１０６，名城大学名駅サテライ
ト多目的室，２０１１．３．５．
・野口英一朗・水野信太郎：依佐美送信所の建物 ―失敗例として―，シンポジウム「日本の
技術史をみる眼」第２９回，私のまわりの産業遺産―記録・保存・活用の事例―講演報告資料
集，中部産業遺産研究会，pp３０３２，名城大学名駅サテライト多目的室，２０１１．３．５．
・吉田真・片寄正樹・和田卓郎・山下敏彦：超音波法による上腕骨後捻角の左右差の検討，第
８２回日本整形外科学術総会，福岡，２００９．５．
・菅原一博・吉田昌弘・舟根聡太・谷口圭吾・片寄正樹・吉田真：超音波画像診断装置による
前距腓靭帯の定量的評価の検討（ポスター），第４３回日本理学療法学術大会，東京，２００９．５
・舟根聡太・菅原一博・吉田昌弘・谷口圭吾・片寄正樹・吉田真：足関節捻挫における Side
Hop Test および Side Jump Test と足関節周囲筋筋力の関係（ポスター），第４３回日本理
学療法学術大会，東京，２００９．５．
・山本敬三・竹田唯史・吉田真：逆動力学解析によるスキージャンプ・テイクオフ動作の対称
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性評価（口頭），第２０回冬季スポーツ科学研究フォーラム，北翔大学，江別市，２００９．７．
・森田寛子・菅原一博・河合誠・吉田昌弘・吉田真・片寄正樹：冬季スポーツ選手に対する前
十字靱帯損傷後のアスレティックリハビリテーション活動報告（ポスター），第２０回冬季ス
ポーツ科学研究フォーラム，江別市，２００９．７．
・小松洋介・吉田真・竹田唯史：冬季スポーツ競技者を対象としたトレーニングサポートの実
践（ポスター），第２０回冬季スポーツ科学研究フォーラム，江別，２００９．７．
・森田寛子・寒川美奈・中田周兵・松本尚・吉田真・井上雅之：フリースタイルスキーモーグ
ル選手に対するTriple hop distance test のフィールドテストとしての有用性～膝関節周囲
筋力・垂直跳びとの関係～（ポスター），第２０回日本臨床スポーツ医学会学術集会， 兵庫，
２００９．１１．
・松本尚・森田寛子・吉田真・寒川美奈・井上雅之：北海道スキー連盟フリースタイルスキー
モーグルチームにおけるメディカルサポートの取り組み（第一報）（ポスター），第２０回日本
臨床スポーツ医学会学術集会，兵庫，２００９．１１．
・松本尚・森田寛子・吉田真・寒川美奈・井上雅之：フリースタイルスキーモーグルチームに
おけるメディカルサポート～北海道スキー連盟における取り組み～（口頭），第２０回日本ス
キー学会，北海道，２０１０．３．
・Masahiro Yoshida・Keigo Taniguchi・Masaki Katayose：Kinematic Analysis of Ankle
Joint Related to Inversion and Eversion on Side Hop Test. Sport Medicine In Prepara-
tion for ２０１０”（ポスター）， PreGames Sport Medicine Conference．The Scientific Pro-
gram of the Canadian Academy of Sport Medicine２００９Annual Symposium., Vancouver,
Canada．２００９．６．
・森田寛子・菅原一博・河合誠・吉田昌弘・吉田真・片寄正樹：冬季スポーツ選手に対する前
十字靱帯損傷後のアスレティックリハビリテーション活動報告（ポスター），第２０回冬季ス
ポーツ科学研究フォーラム，江別市，２００９．７．
・吉田昌弘：足関節捻挫群における足関節関節運動および筋活動の解析（口頭），早稲田大学・
札幌医科大学合同研究会，札幌市，２００９．８．
・吉田昌弘・河合誠・吉田真・片寄正樹：大学バドミントン選手におけるスポーツ外傷・障害
調査（口頭），第１２回日本体力医学会北海道地方会学術集会，札幌市，２０１０．５．
⑤ 報告（研修報告など）
・宮地元彦・石澤伸弘・安永明智：高齢者のQOLを支える運動開始・継続を促す健康づくり・
環境実態調査事業報告書（平成２１年度老人保健事業推進費等助成事業），財団法人健康・体
力づくり事業財団，p１２０，２００９．４．
・長ヶ原誠・石澤伸弘：アクティブエイジングを促進する啓発情報パッケージとモニタリング
開発のための実践モデル事業報告書（平成２１年度福祉医療機構助成事業），財団法人健康・
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体力づくり事業財団，p１９２，２００９．４．
・上田知行：地域住民による健康・スポーツ活動の普及と実践事例，北翔大学北方圏生涯スポー
ツ研究センター年報，創刊号，pp３７４０，２０１０．７．
・小田史郎・小田嶋政子・佐々木浩子・木下教子：中高年スポーツ実施者の睡眠に関する調査
研究，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，創刊号，pp４７５０，２０１０．７．３０．
・粥川道子：リスクマネジメントエクササイズ（RME）体験，体験を通したリスクマネジメ
ントエクササイズ（RME）問題の作成，社団法人日本キャンプ協会安全管理委員会，野外
活動指導者のためのリスクマネジメントセミナー報告書，pp１２１６，２０１０．３．
・粥川道子・杉岡品子：野外活動における安全教育の試み（１），北翔大学北方圏生涯スポー
ツ研究センター年報，創刊号，pp４１４６，２０１０．７．
・粥川道子・杉岡品子・青木康太朗：教員養成課程における「野外教育実習」の実践報告，北
翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，第２号，pp７７９０，２０１１．３．
・竹田唯史：選手とコーチのためのメンタルトレーニング―メンタルトレーニングと自己分析
―，スキージャーナル，５３６号，pp７３７６，２０１０．８．
・竹田唯史：選手とコーチのためのメンタルトレーニング―やる気を高めるための目標設定―，
スキージャーナル，５３７号，pp６８７１，２０１０．９．
・竹田唯史：選手とコーチのためのメンタルトレーニング―自己コントロール能力の向上，リ
ラクセーションとサイキングアップ―，スキージャーナル，５３９号，pp９０９３，２０１０．１．
・竹田唯史：選手とコーチのためのメンタルトレーニング―イメージトレーニング―，スキー
ジャーナル，５４０号，pp９９１０２，２０１０．１１．
・竹田唯史：選手とコーチのためのメンタルトレーニング―集中力・ポジティブシンキング・
自信・セルフトーク―，スキージャーナル，５４１号，pp８２８５，２０１０．１２．
・竹田唯史：選手とコーチのためのメンタルトレーニング―試合におけるコンディショニング
―，スキージャーナル，５４２号，pp１４４１４７，２０１１．１．
・水野信太郎：「一握の砂」発刊百年目の北海道と盛岡，北翔大学北方圏スポーツ研究センター
年報，vol．３，pp１１５，２０１１．３．
・吉田真：NTC大倉山におけるスキージャンプのトレーナーサポート活動，トレーニング科
学，２２巻１号，pp１５２１，２０１０．３．
・山本敬三・吉田真：２００９年度スポルスポーツアカデミー報告，北翔大学北方圏生涯スポーツ
研究センター年報，創刊号，pp２３２６，２０１０．７．
・吉田真：女子ボブスレー選手のトレーナーサポート活動，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究
センター年報，創刊号，pp２７３０，２０１０．７．
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⑥教育実践（ひらめき☆ときめき，出張講義，公開・市民講座，教育免許状更新講習， 各教
育委員会主催各種教員研修， 各種教育実践講演， その他）．
・青木康太朗：生涯スポーツ学部公開講座「現代の子どもたちに必要な体験とは？～子どもの
頃の体験がもたらす効果と格差～」，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），
２０１０．１２．１．
・石澤伸弘：長寿社会とスポーツライフ，健康・体力づくり事業財団主催「高齢者体力つくり
指導者講習会」，静岡市，２００９．７．２２．
・石澤伸弘：アクティブエイジング全国調査から見えてきたもの，全国健康・体力つくり推進
フォーラム２００９，東京国際フォーラム，２００９．１０．７．
・石澤 伸弘：文化としてのスポーツと地域におけるスポーツ振興，札幌市体育協会主催
「スポーツリーダー講習会」，札幌市，２００９．１１．８．
・石澤伸弘：アクティブシニア増大計画，江別市文京台地区民生委員協議会主催 「あると安
心ふれあいサロン」，江別市，２００９．１１．１２．
・石澤伸弘：健康寿命とその延伸について，江別市蒼樹大学，江別市，２０１０．２．
・石澤伸弘：社会の中のスポーツ，北海道体育協会主催 「上級指導員養成講習会」，札幌
市，２０１０．１０．９～１８．
・上田知行：水中運動指導士養成講習会及び研修会講師，札幌市・江別市・網走市・八雲町・
美幌町・別海町・白老町・利尻富士町，２００９．５～２０１０．３．
・上田知行：江別保健所特定保健指導研修会「特定健診・保健指導の運動指導について」，北
翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２００９．７．２４．
・上田知行：別海町保健推進員養成講座，別海町，２００９．９．１５～１６．
・上田知行：砂川市介護予防サポーター養成講座，砂川市，２００９．１０．２９．
・上田知行：士別市体育協会指導者研修会「コンディショニング」，士別市，２００９．１２．１９．
・上田知行：訓子府町介護予防サポーター養成講座，訓子府町，２００９．１～２０１０．３．
・上田知行：北翔大学生涯学習センター公開講座「生涯元気で過ごすためのカラダの動かし方」，
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２００９．７．
・上田知行：湧別町健康フェスタ講演会「健康づくりと運動」，湧別町，２００９．８．
・上田知行：斜里町社会福祉協議会健康講演会，斜里町，２００９．８．２７．
・上田知行：北海道栄養士会苫小牧支部苫小牧市民健康セミナー「健康づくりのための運動の
コツ」，苫小牧市，２００９．１１．
・沖田孝一：日本医師会生涯教育講座：「循環器疾患における非侵襲治療の可能性Exercise
is Medicine」，長沼町，北海道，２０１１．１．２８．
・沖田孝一：第９回市立札幌病院循環器内科談話会「心疾患と運動許容基準？心疾患こそ運
動が必要である！」，市立札幌病院会議室，札幌市，２０１０．５．１１．
・沖田孝一：第２回茨城県心血管疾患リハビリテーション・運動生理学研究会・特別講演「な
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ぜ心血管疾患に運動療法なのか？」，水戸市，２００９．１１．５．
・沖田孝一：第６０回日本体育学会シンポジウム（運動生理学）「血流制限を応用したレジスタ
ンス運動筋内エネルギー代謝からの検討」，広島大学，２００９．８．２６．
・沖田孝一：第１１回加圧カンファレンス・教育講演「血流制限下運動時の筋エネルギー代謝の
男女差，東京大学本郷キャンパス鉄門記念講堂，２００９．６．２１．
・奥寺仁子：平成２２年度 北翔大学免許状更新講習「教職についての省察」，北翔大学，２０１０．８．３．
・奥寺仁子：北翔大学市民講座「中学校・高等学校での家庭科教育について」，北翔大学，
２０１０．１２．４．
・小田史郎：特定保健指導に於ける運動の実際～メタボに挑戦，楽しく，優しく，健康に～，
産業栄養指導士会主催「第８回札幌フォーラム」，２００９．６．６．
・小田史郎：寝たきりにならないための簡単エクササイズ」，天使大学主催「天使大学看護栄
養学部第１０回公開講座」，２００９．９．１７．
・小田史郎：睡眠の良し悪しを測る，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センタースポーツクラ
ブ主催「秋のスポーツイベント」，２００９．１０．１２．
・小田史郎：ゴルポッカ体験会，滝川市体育協会主催「スノーレク２０１０」，２０１０．１．１６．
・小田史郎：健康づくりゴルポッカ体験会，滝川市保健福祉部健康づくり課主催，２０１０．１．２８．
・小田史郎：ゴルポッカ体験会，札幌振興公社， 札幌市中央区主催「大倉山ウィンターフェ
スタ」， 大倉山ジャンプ競技場，２０１０．２．５～１１．
・小田史郎：健康セミナー，３周年記念イベント「スポーツフェスタ」，北翔大学北方圏生涯
スポーツ研究センタースポーツクラブ主催 北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（ス
ポル），２０１０．１０．３０．
・小田史郎：ゴルポッカ体験会，札幌振興公社，札幌市中央区主催「大倉山ウィンターフェス
タ２０１１」，大倉山ジャンプ競技場，２０１１．２．１２～１３．
・小田史郎：スピードウォーキングの理論背景と身体機能への生理学的影響，「平成２３年春季
健康づくり研修会」，北海道健康づくり協会主催 北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター
（スポル），２０１１．３．１３．
・小田嶋政子：長沼マオイ丘陵町民大学 北海道の正月料理，長沼町，２００９．１２．１０．
・小田嶋政子：生涯スポーツ学部開設記念講座 北海道のしきたり，北翔大学，２００９．１２．１９．
・小田嶋政子：平成２１年度新規採用栄養教諭研修（校外研修第３期）―北海道の食文化，北海
道教育庁学校教育局，道庁別館，２０１０．１．７．
・小田嶋政子：平成２２年度栄養教諭研修―子どもに望ましい食習慣を身につけるために，札幌
市教育委員会学校教育部，札幌市役所，２０１０．８．３．
・小田嶋政子：第３３回札幌市私保連保育研究大会「子どもたちの健やかな育ちを見通して」第
２分科会－食育計画の実践と評価－，札幌市私保連保育連合会，北翔大学北方圏学術情報セ
ンター（ポルト），２０１０．９．２６．
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・小田嶋政子：平成２２年度新規採用栄養教諭研修（校外研修第３期）―北海道の食文化，北海
道教育庁学校教育局，道庁別館，２０１０．１０．２２．
・粥川道子：社団法人日本キャンプ協会「野外活動指導者のためのリスクマネジメントセミナー」，
宮城県松島自然の家，２００９．１４～１５．
・粥川道子：北翔大学生涯スポーツ学部開設記念公開講座「野外活動と安全」，北翔大学北方
圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２００９．１１．２８．
・粥川道子：北海道キャンプ協会「キャンプインストラクター養成講習会」，札幌市山の
家，２０１０．５．２８～３０．
・粥川道子：北翔大学エクステンションセンター１DAYセミナー「野外活動と安全」，北翔
大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２０１０．７．８．
・酒井周文：平成２２年度 北翔大学免許状更新講習「子ども観，教育観等についての省察」
「教職についての省察」，北翔大学，２０１０．８．３．
・酒井周文：北翔大学市民講座「みんなが先生」，北翔大学，２０１０．１２．４．
・酒井周文：平成２２年度１０年経験者研修「教科指導等研修（Ⅱ）」（高等学校）北海道教育委員
会主催「保健体育科指導の在り方」，北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２０１１１．
４．
・杉岡品子：こどもの心の発達，札幌市立稲積小学校，札幌市，２００９．１０．２３．
・杉岡品子：北翔大学生涯スポーツ学部記開設記念講座「野外活動のファーストエイド（トラ
ブルへの対応）」，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２００９．１１．２８．
・杉岡品子：江別市シルバー人材センター「子育てサポート講習」，北翔大学，２０１０．２．１７．
・杉岡品子：北翔大学エクステンションセンター１DAYセミナー「野外活動のファーストエ
イド（トラブルへの対応）」，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２０１０．７．８．
・杉岡品子：北海道シルバー人材センター「ふるさと江別塾」（講演名：家庭内事故とその対
応），北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２０１０．１０．２．
・杉岡品子：平成２２年度１０年経験者研修「教科指導等研修（Ⅱ）」（高等学校）北海道教育委員
会主催，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２０１１．１．６．
・高岡朋子・土屋律子・水野信太郎：生涯スポーツ学部 生活環境論 Lifelong Sport Apparel，
Bread and Construction，pp１６５，２００９．４．
・高岡朋子・土屋律子・水野信太郎：スポーツ教育 衣・食・施設 Sport Education Dress,
Eating and Facility，pp１９８，２０１０．４．１２．
・竹田唯史：平成２１年度教員免許状更新講習会 スポーツ心理学，北翔大学，２００９．８．７．
・竹田唯史：北海道中小企業家同友会主催 職場で役立つメンタルトレーニング，第６期江別
経営塾，北翔大学，２００９．１０．２８．
・竹田唯史：平成２２年度教員免許状更新講習会 子どもの心と体の育ち―スポーツ心理学，メ
ンタルトレーニング―，北翔大学，２０１０．８．４．
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・谷川松芳：「生涯学習と社会教育の関連構造を探る」胆振管内社会教育行政職員研修会，北
海道教育委員会胆振教育局 豊浦町公民館，２００９．９．
・谷川松芳：「社会教育による地域づくり」 石狩管内社会教育委員研修会，石狩管内社会教
育委員連絡協議会 江別市情報図書館，２００９．９．
・谷川松芳：「自治会活動によるまちづくり」 本別町自治会連合会３０周年記念講演会，本別
町自治会連合会 本別町公民館，２００９．１１．
・谷川松芳：「生涯学習と生きがい」幕別町生涯学習講演会，幕別町教育委員会 幕別町百年
記念文化ホ－ル，２００９．１２．
・谷川松芳：「スポーツ振興と生涯学習」 空知管内体育指導員研修会 空知管内体育指導員
連絡協議会，長沼町健康福祉総合センター，２０１０．７．
・谷川松芳：「地域の教育力向上と生涯学習の関わり～」 北見・斜網地区社会教育委員研修
会，北見・斜網地区社会教育委員連絡協議会 網走市文化センター，２０１０．１０．
・谷川松芳：「生涯学習社会とは～子どもの本当の幸せを考える～」 岩見沢市民集会，民主
教育をすすめる岩見沢市民会議 岩見沢サンプラザホテル，２０１０．１０．
・谷川松芳：「故郷の思い出」 置戸町秋田入地１００年記念講演会，実行委員会 置戸町秋田
公民館，２０１０．１０．
・永谷稔：オリンピックに見るスポーツイベントのマネジメント，平成２１年度スポーツ指導員
研修講座，恵庭市教育委員会 恵庭市総合体育館，２０１０．３．２４．
・和史朗：活動と参加の支援－ＩＣＦ（国際生活機能分類）の理念－，平成２１年度特別支援教
育生徒指導等研修講座， 北海道立特別支援教育センター，札幌市，２００９．７．３０．
・和史朗：応用行動分析（ABA）を生かした特別支援教育の実践，北海道美唄養護学校下記
研修会，北海道美唄養護学校，美唄市，２００９．７．３１．
・和史朗：活動と参加の支援－ＩＣＦ（国際生活機能分類）の理念－，平成２１年度札幌市立米
里小学校特別支援教育研修会，札幌市立米里小学校，札幌市，２００９．８．１０．
・和史朗：個別の教育支援計画を活用した子どもの力を伸ばす授業づくり，北海道東川養護学
校全体研修会，北海道東川養護学校，東川町，２００９．８．１７．
・和史朗：応用行動分析（ABA）を生かした教育実践，江別市立江別第三小学校，江別市，
２００９．８．２６．
・和史朗：応用行動分析（ABA）を生かした特別支援教育の実践，北海道拓北養護学校， 札
幌市，２００９．１１．２．
・和史朗：楽しく学ぼう応用行動分析（ABA）－子どもの行動を知ろう－，旭川市障害者福
祉センターおぴった，旭川市，２００９．１１．７．
・和史朗：積極的な生徒指導，三笠市教育振興会生徒指導部会研修会，三笠市立美園小学校，
三笠市，２００９．１１．１２．
・和史朗：ＩＣＦの考え方を踏まえた自立と社会参加を目指した支援の在り方－自立活動との
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かかわりから－，平成２１年度特別支援教育研修会，北海道釧路養護学校， 釧路市，２００９．１１．２５．
・和史朗：学校におけるＩＣＦの活用－自立と社会参加を目指した支援の在り方－，紋別養護
学校ひまわり学園分校公開授業研究会，北海道紋別養護学校ひまわり学園分校，紋別郡生田
原町，２００９．１２．２．
・和史朗：ＩＣＦを指導に生かす，北海道肢体不自由教育研究大会，北海道手稲養護学校，札
幌市，２０１０．１．１５．
・和史朗：ＷＩＳＣⅢ知能検査の活用，札幌市相談支援事業所相談室きらら，札幌市，
２０１０．１．１８．
・和史朗：ＩＣＦを指導に生かす，北海道余市養護学校しりべし学園分校， 黒松内町，２０１０．１．２７．
・和史朗：個別の教育支援計画を日常の指導に生かす，洞爺湖町特別支援教育研修会，洞爺湖
町立洞爺湖温泉中学校，洞爺湖町，２０１０．２．１４．
・和史朗：応用行動分析を日常の教育実践に生かす，日本学校教育相談学会北海道支部研修会，
札幌エルプラザ，札幌市，２０１０．２．１２．
・和史朗：応用行動分析を生かした特別支援教育の実践（２），北海道拓北養護学校，札幌市，
２０１０．２．１７．
・和史朗：学校・学級でのＩＣＦの活用，北海道新篠津高等養護学校，新篠津村，２０１０．３．２５．
・和史朗：寄宿舎におけるＩＣＦの活用，北海道真駒内養護学校，札幌市，２０１０．７．２２．
・和史朗：コミュニケーション，第５回北海道肢体不自由教育専門性向上セミナー，北海道拓
北養護学校，札幌市，２０１０．７．２９．
・和史朗：発達障がい児への具体的な支援，北海道特別支援学級教育研究連盟南上川地区研修
会，富良野地域人材開発センター，富良野市，２０１０．１０．２２．
・和史朗：学校における ICFの活用，北海道紋別養護学校，紋別市，２０１０．１０．２７．
・和史朗：知的障害者の特徴と加齢・健康，知的障害者のための健康作り運動指導研修会，NTT
北海道セミナーセンター，札幌市，２０１０．１１．７．
・和史朗：思春期の子どものゆれ動く心 健康課題・発達課題について，砂川中学校生き生き
家庭セミナー，砂川市立砂川中学校，砂川市，２０１０．１１．１０．
・和史朗：ICFを生かした授業作り，北海道白糠養護学校創立３０周年記念講演会，北海道白糠
養護学校，白糠町，２０１０．１１．１７．
・和史朗：応用行動分析を日常の教育実践に生かす，２０１０洞爺湖町特別支援教育研修会，洞爺
湖町立洞爺湖温泉中学校，洞爺湖町，２０１０．１１．２６．
・和史朗：応用行動分析を生かした子どもへのアプローチ，占冠村特別支援教育事業講演会，
占冠村総合センター，占冠村，２０１１．２．９．
・和史朗：いじめの現状，三笠市いじめに関する研修会，三笠市民会館，三笠市２０１１．２．２４．
・和史朗：一人ひとりの教育的ニーズを把握するために‐生徒の困り感・つまずきを理解する
‐，三笠市立萱野中学校，三笠市，２０１１．３．１６．
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・和史朗：免許状更新講習（選択領域）特別支援教育，北翔大学，２００９．８．６．
・和史朗：免許状更新講習（選択領域）特別支援教育「問題行動の理解と対応」，北翔大学，
２０１０．８．６．
・和史朗：北翔大学生涯スポーツ学部開設記念講座「アダプテッドスポーツに挑戦！」，北方
圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２００９．１２．
・増山尚美：平成２２年度１０年経験者研修「教科指導等研修（Ⅱ）」（高等学校）北海道教育委員
会主催，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２０１１．１．５．
・増山尚美：北海道武道・ダンス振興協議会講習会講師，千歳市開基記念総合武道場，２０１０．
１０．２２．
・水野信太郎・水野由美：住居・環境・まちづくり Dwelling, Environment and City
Plannning，北翔大学生涯学習システム学部健康プランニング学科，pp１６７，２００９．４．１６．
・水野信太郎：平成２１年度 第１回 舞鶴市立赤れんが博物館市民講座 シリーズ日本の建築
家 その④ 幕末・明治の外国人建築家 ～バスチャン・バルトン・ブラントン，京都府舞
鶴市総合文化会館，２００９．５．２２．
・水野信太郎：平成２１年度 産業遺産の見方・調べ方 ⑦ 窯業（セラミックス）編，中部産
業遺産研究会，名古屋工業大学，２００９．５．２４．
・水野信太郎：北海道開拓の村「むらの講演会」開拓期のれんが建築，北海道開拓の村ビジター
センター講堂，２００９．６．２０．
・水野信太郎：電気と機械 Electricity and Machine，pp１８０，２００９．９．３０．
・水野信太郎：第５９回 赤れんがセミナー ドクトル水野の煉瓦入門講座 ２８ 特別企画 世
界遺産と建築作品 ① 富岡製糸場の煉瓦建築，Ｎ４３赤煉瓦塾，北海道江別市グレシャム市
アンテナショップ，２００９．１２．２６．
・水野信太郎：第６０回 赤れんがセミナー ドクトル水野の煉瓦入門講座 ２９ 新シリーズ
設計者と建築作品 ④ 曾禰達藏と中條精一郎の煉瓦建築，Ｎ４３赤煉瓦塾，北海道江別市グ
レシャム市アンテナショップ，２０１０．１．２３．
・水野信太郎：北海道の建築作品を探る その歴史と構造そして強み，２００９年度 道内工業高
等学校巡回講演会，日本建築学会北海道支部，北海道室蘭工業高等学校，２０１０．２．１６．
・水野信太郎：第６１回 赤れんがセミナー ドクトル水野の煉瓦入門講座 ３０ 新シリーズ
設計者と建築作品 ⑤ 建築家・佐立七次郎と詩人・金子光晴，Ｎ４３赤煉瓦塾 第６１回 赤
れんがセミナー ドクトル水野の煉瓦入門講座 ３０，北海道江別市グレシャム市アンテナショッ
プ，２０１０．２．２７．
・水野信太郎：平成２１年度 舞鶴市立赤れんが博物館市民講座 シリーズ日本の建築家 その
⑤ コンドルから桜井小太郎への系譜，京都府舞鶴市総合文化会館，２０１０．３．２７．
・水野信太郎：文科系でもわかるセラミックスのい・ろ・は，セラミックス交流会 交流会発
足１０周年記念講演，セラミックス交流会，北海道江別市勤務者研修センター，２０１０．４．２８．
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・水野信太郎：北翔大学 １ＤＡＹセミナー，石川啄木９９回忌記念 「石川啄木ゆかりの建物
とまちなみ」，北翔大学エクステンションセンター，北翔大学，２０１０．５．８．
・水野信太郎：平成２２年度 第１回 舞鶴市立赤れんが博物館市民公開講座 特別企画 古写
真に見る大正１４年の舞鶴ならびにピザ窯アーチ積のビデオ映写，京都府舞鶴市総合文化会
館，２０１０．５．２１．
・水野信太郎：平成２２年度 第２回 舞鶴市立赤れんが博物館市民公開講座 シリーズ日本の
建築家 その⑥ 反戦詩人・金子光晴と造家学科１期生・佐立七次郎，京都府舞鶴市「まい
づる智恵蔵」，２０１０．７．２３．
・水野信太郎：平成２２年度 愛知県生まれの詩人・金子光晴と産業技術，中部産業遺産研究会，
愛知県豊田市近代の産業とくらし発見館，２０１０．７．２５．
・水野信太郎：近年の煉瓦にまつわるイベント 江別市内での学生さんたちの活動，全愛知県
赤煉瓦工業協同組合 赤れんがセミナー，全愛知県赤煉瓦工業協同組合事務所２階，２０１０．７．２６．
・水野信太郎：平成２２年度 第３回 舞鶴市立赤れんが博物館市民公開講座 新シリーズ 舞
鶴の赤れんが倉庫を知ろう その① 「建物」の見方・楽しみ方，京都府舞鶴市「まいづる
智恵蔵」，２０１０．９．２５．
・水野信太郎：電気・機械と生活 Electricity，Machine and the Our Life，pp１７３，２０１０．
９．２９．
・水野信太郎：江別の煉瓦１２０年記念事業 赤煉瓦ネットワーク北海道大会 ≪赤煉瓦リレー
講座≫ 「活かそう地域の歴史と文化，すごいぞ赤煉瓦！」 第２講座 「江別の煉瓦１２０
年」，赤煉瓦ネットワーク北海道大会実行委員会，北海道庁旧庁舎「赤れんが」２階大会議
室，２０１０．１０．３０．
・水野信太郎：新シリーズ 舞鶴の赤れんが倉庫を知ろう その② なるほど「れんが」の話
あれこれ，平成２２年度 第４回 舞鶴市立赤れんが博物館市民公開講座，京都府舞鶴市「ま
いづる智恵蔵」，２０１０．１１．２７．
・水野信太郎：産業遺産の見方調べ方 ⑬ 牛舎・サイロ編，中部産業遺産研究会 平成２２年
度，愛知県名古屋市都市センター，２０１０．１１．２８．
・水野信太郎：第６４回 赤れんがセミナー ドクトル水野の煉瓦入門講座 ３１ 新シリーズ
赤煉瓦とスクリーン ① シドニー・ポワチエと『野のユリ』，Ｎ４３赤煉瓦塾，北海道江別
市グレシャム市アンテナショップ，２０１０．２．２７．
・水野信太郎：東京・荒川の煉瓦地帯と近代日本，平成２２年度 第２回 企画展「煉瓦のある
風景 ―あらかわの近代建築と煉瓦産業―」講演会，荒川区立荒川ふるさと文化館，東京都
荒川区，２０１１．３．４．
・水野信太郎：平成２２年度 第５回 舞鶴市立赤れんが博物館市民公開講座 新シリーズ 舞
鶴の赤れんが倉庫を知ろう その③ 「デザイン」もの知り豆知識，京都府舞鶴市総合文化
会館，２０１１．３．６．
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・水野信太郎：第６５回 赤れんがセミナー ドクトル水野の煉瓦入門講座 ３２ 新シリーズ
文学作品の中の赤煉瓦 ① 漱石・啄木・それ以降の人々，Ｎ４３赤煉瓦塾，北海道江別市グ
レシャム市アンテナショップ，２０１１．３．２６．
・山本敬三・竹田唯史・小田史郎：ひらめき☆ときめきサイエンス？ようこそ大学の研究室へ？
KAKENHI「超スローモーション映像を使って，スポーツ動作を分析しよう！」，独立行政
法人 日本学術振興会，２００９．９．２７．
・山本敬三・大森圭・吉田香織・宝満健太郎：スポルセミナー「バイオメカニクス初級者セミ
ナー」，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２００９．１０．３０～１２．５．
・山本敬三・大森圭・吉田香織・宝満健太郎・早川康之：スポルセミナー「第２回バイオメカ
ニクス初級者セミナー」，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２０１０．１０．３０
～１１．１４．
・山本敬三・竹田唯史：ひらめき☆ときめきサイエンス？ようこそ大学の研究室へ？KAKENHI
「パソコンを使って，スポーツ動作を分析しよう！」，独立行政法人 日本学術振興会，
２０１０．１２．１１．
・山本敬三：道民カレッジほっかいどう学 なぜ飛べるのか？～スキージャンプを科学する～，
大学放送講座テキスト pp４５５１，財団法人 北海道生涯学習協会，HBC北海道放送，２０１０．１１．６
放送
・吉田真：２００９年全日本スキー連盟トレーナーセミナー「フリースタイルモーグルスキーナショ
ナルチームによる医科学サポートの紹介」，札幌医科大学記念ホール，２００９．４．１９．
・吉田真：The １st Conference for Building up Team JAPAN 「コンディショニングケア」，
National Training Center，２００９．５．９．
・吉田真：平成２１年度教員免許状更新講習会「健康問題と外傷・障害の予防」，北翔大学，
２００９．８．５．
・吉田真：第２２回北海道スポーツ医科学研究会・第１２回日本体力医学会北海道地方会合同学術
集会（一般演題，座長），北海道大学医学部臨床大講，２０１０．４．１８．
・吉田真：第１０回北海道臨床スポーツ研究会「スポーツ活動による腰痛に対する理学療法の実
際」，共済ホール，札幌市，２０１０．５．２２．
・吉田真：北翔大学公開講座「バンクーバーオリンピック出場者に聞くトップレベルの世界と
は」，北翔大学，２０１０．１０．９．
・吉田真：ポルト公開講座「一流スポーツ選手の理学的診かたとサポート」，北翔大学北方圏
学術情報センター（ポルト），２０１０．１１．２．
・吉田真：出張講義「成長期のケガの特徴とその予防法について」，深川西高等学校，２０１０．９．１０．
・吉田真：平成２２年度１０年経験者研修「教科指導等研修（Ⅱ）」（高等学校）北海道教育委員会
主催「体育活動中の安全管理と事故防止，応急手当の実際」，北翔大学北方圏生涯スポーツ
研究センター（スポル），２０１１．１．６．
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・吉田真：第４８回北海道高等学校教育研究大会「学校体育やスポーツ現場で頻発するケガから
の予防すべき外傷・障害について］，札幌東豊高等学校，２０１１．１．７．
・吉田昌弘：第２回スポルアカデミー「フィールドテストによるフィジカルチェック」，北翔
大学北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル），２００９．９．１７．
・吉田昌弘：第４回スポルアカデミー「コンディショニングの必要性」，北翔大学北方圏生涯
スポーツ研究センター（スポル），２００９．１２．１５．
・吉田昌弘：出張講義「スポーツ現場におけるコンディショニング」，江別高校，２０１０．１１．１７．
・吉田昌弘：出張講義「スポーツ現場におけるコンディショニング」，津別高校，２０１１．２．１７．
・吉田昌弘：第７回 SPTS（スポーツ理学療法セミナー） 座長 足部スポーツ障害治療の科学
的基礎，横浜市教育会館ホール，２０１１．３．２０．
⑦社会貢献・フールド活動（各種審議会委員，オリンピックトレーニングトレーナー，医学サ
ポートチームスタッフ）
・石澤伸弘：札幌市スポーツ振興審議会，委員，札幌市，２００９．７～２０１１．３．
・石澤伸弘：訓子府町モデル地域連携事業，アドバイザー，訓子府町，２００９．９～２０１１．３．
・石澤伸弘：財団法人健康・体力づくり事業財団，研究委員，２００７．４～２０１０．３．
・石澤伸弘：第２９回札幌国際スキーマラソン大会，運営補助，札幌市，２００９．２．８．
・上田知行：（NPO）日本健康運動指導士会北海道支部，理事・事務局長，（NPO）日本健康
運動指導士会，江別市，２００４．４～現在
・上田知行：（NPO）北海道水中運動協会，理事・事務局長，（NPO）北海道水中運動協会，
札幌市，２００３．４～現在
・上田知行：赤平市・小樽商科大学・コープさっぽろ・北翔大学連携事業「あかびら・地域ま
るごと元気アッププログラム」，実行委員，あかびら地域まるごと元気アッププログラムプ
ロジェクト，２０１０．８～現在
・沖田孝一：北海道体育協会ジュニア強化選手トータルサポート事業，バドミントン部門主任
ドクター，北海道体育協会，２００５．４～現在
・小田嶋政子：財団法人北海道開拓の村，理事，財団法人北海道開拓の村，札幌市，２００７．４～
現在
・小田嶋政子：北海道文化財保護協会，常任理事，北海道文化財保護協会，２０００．５～現在
・小田嶋政子：札幌市文化財保護審議会，委員，札幌市，２００９．５～現在
・小田嶋政子：江別市文化財保護委員会，委員，江別市，１９９８．８～現在
・小田嶋政子：北海道食育コーディネーター，委員，北海道農政部，２００７．５～現在
・小田嶋政子：財団法人ノーステック財団，アドバイザー，財団法人北海道科学技術総合振興
センター，２０１１．１．２０～現在
・粥川道子：社団法人日本キャンプ協会安全管理委員会，専門委員，社団法人日本キャンプ協
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会，２００９．４～２０１０．３．
・粥川道子：社団法人日本キャンプ協会指導者養成員会，専門委員，社団法人日本キャンプ協
会，２０１０．４～現在
・粥川道子：北海道キャンプ協会，副理事長・副会長，北海道キャンプ協会，２００５．１０～現在
・粥川道子：NPO法人ネイチャープログラムデザイン，副理事長，NPO法人ネイチャープロ
グラムデザイン，２００９．７～現在
・粥川道子：財団法人北海道YMCA常議委員会ウェルネス委員会，委員，財団法人北海道
YMCA，１９９２．６～現在
・粥川道子：独立行政法人国立日高青少年自然の家施設業務運営委員会，委員（２０１１．３～委員
長），独立行政法人国立日高青少年自然の家，２００８．１２～現在
・粥川道子：財団法人札幌市青少年女性活動協会評議委員会，評議委員，財団法人札幌市青少
年女性活動協会，１９９８．４～現在
・粥川道子：勤労青少年ホーム運営委審議会，委員長，札幌市教育委員会，２００８．８～２０１０．７．
・北村優明：北海道体育協会競技力向上委員会，副委員長，北海道体育協会，２０１０．４～
２０１２．３．
・北村優明：北海道バドミントン協会理事，生涯スポーツ委員会副委員長，北海道バドミント
ン協会，２０１０．４～２０１２．３．
・北村優明：北海道学生バドミントン連盟，事務理事，北海道学生バドミントン協会，１９７８～
現在
・北村優明：第６５回国民体育大会冬季大会スキー競技会北海道選手団（副団長），札幌市，
２０１０．２．２４～２８．
・北村優明：第６５回国民体育大会北海道選手団（総務・総監督代行），千葉県，２０１０．１０．１～
５．
・北村優明：第６６回国民体育大会冬季大会スキー競技会北海道選手団（副団長），秋田県角館
市，２０１１．２．１１～１６．
・杉岡品子：札幌市教育委員会，札幌市スクールカウンセラー，２００６．４～現在
・高岡朋子：日本家政学会被服心理学部部会長，日本家政学会，２１年４月～２３年３月
・竹田唯史：江別市スポーツ振興財団，評議員，江別市スポーツ振興財団，江別市，２００８．４～
現在
・竹田唯史：札幌市スポーツ振興基金助成選考委員会，委員，札幌市，２００８．４～現在
・竹田唯史：札幌スキー連盟，評議員，札幌スキー連盟，札幌市，２００３．４～現在
・竹田唯史：全日本スキー連盟 情報・医・科学部 医・トレーナー・科学サポート委員会，
委員，ＮＴＣ大倉山サポート部会，フィジカルコーチ，全日本スキー連盟，２００８．１２～現在
・竹田唯史：北海道体育学会，理事，北海道，２００８．４～現在
・竹田唯史：日本スキー学会，理事，日本スキー学会，２０００．４～現在
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・竹田唯史：第２０回冬季スポーツ科学フォーラム，事務局長，北翔大学，江別市，２００９．７．
・竹田唯史：日本スキー学会第２０回大会，実行委員長，北海道 ルスツリゾート，２０１０．３．
・谷川松芳：北海道大学高等教育機能開発総合センター，研究員，北海道大学，２００３年１０月～
現在
・谷川松芳：道民カレッジ運営委員，委員，道民カレッジ本部，２００７年４月～現在
・谷川松芳：北海道生涯学習審議会委員，委員，北海道生涯学習推進本部，２００９年２月～現在
・谷川松芳：長沼町総合審議会委員，教育部会長，長沼町，２０１０年４月～現在
・谷川松芳：長沼町スキー連盟，会長，長沼町スキー連盟，２０１０年１０月～現在
・永谷稔：日本バレーボール協会強化委員会，医事部アンチドーピング委員，日本バレーボー
ル協会，２０１０．４．１～２０１１．３．３１．
・永谷稔：JOC強化スタッフ，バレーボール強化委員，日本オリンピック委員会，２０１０．４．１
～２０１１．３．３１．
・永谷稔：日本アンチドーピング機構アンチドーピング活動，日本アンチドーピング機構アン
チドーピング活動，日本アンチドーピング機構，２００９．４．１～２０１１．３．３１．
・永谷稔：北海道バレーボール協会，常任理事・指導部副委員長・強化部委員，北海道バレー
ボール協会，２００９．４．１～２０１１．３．３１．
・永谷稔：北海道大学バレーボール連盟，常任理事，指導普及部長，強化部委員，北海道大学
バレーボール連盟，２００９．４．１～２０１１．３．３１．
・永谷稔：恵庭市スポーツ振興基本計画策定委員会，委員長，恵庭市教育委員会，２０１０．１．２８
～２０１１．３．３１．
・和史朗：北海道教育委員会 北海道公立学校スクールカウンセラー，北海道公立学校スクー
ルカウンセラー，北海道教育委員会，２００７．２～現在
・和史朗：三笠市就学指導委員会，三笠市就学指導委員会委員，三笠市教育委員会，２００８．１０
～現在
・和史朗：北海道岩見沢高等養護学校学校評議委員会，北海道岩見沢高等養護学校学校評議委
員会委員，北海道教育委員会，２００７．２～現在
・和史朗：北海道立特別支援教育センター，北海道立特別支援教育センター研究アドバイザー，
北海道教育委員会，２０１０．８～現在
・和史朗：北海道教科用図書選定審議会，北海道教科用図書選定審議会委員，北海道教育委員
会，２００７．４～２０１０．８．
・和史朗：NPO法人つばさ応援団，NPO法人つばさ応援団理事，NPO法人つばさ応援団，
２００６．５～現在
・増山尚美：北海道女子体育連盟，理事，北海道女子体育連盟，１９９７．４～現在
・増山尚美：江別市スポーツ振興審議会，委員，江別市教育委員会，２００４～現在
・増山尚美：北海道スポーツ振興審議会，副委員長，北海道教育委員会，２００９．６～現在
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・増山尚美：北海道武道・ダンス振興協議会，委員，北海道教育委員会，２００９．６～現在
・水野信太郎：江別市環境審議会，委員，江別市，２００８．６～２０１０．５．
・水野信太郎：江別市環境審議会，会長，江別市，２０１０．６～現在
・水野信太郎：NPO法人やきもの２１，理事長，江別市，２００６．６．１８～現在
・山本敬三：情報・医・科学部，医・トレーナー・科学サポート委員会，科学サポート部会NTC
大倉山サポート部会，フィジカルコーチ，財団法人 全日本スキー連盟，２００９．４．１～２０１１．３．３１．
・吉田真：全日本スキー連盟フリースタイルモーグル，トレーナー，全日本スキー連盟，２００４．９
～現在
・吉田真：日本体力医学会北海道地方会，役員，日本体力医学会北海道地方会，２００７．４～現在
・吉田真：日本オリンピック委員会情報・医・科学専門委員会医学サポート部会，部会員，日
本オリンピック委員会，２００８．１～現在
・吉田真：全日本スキー連盟NTC大倉山サポート部会，部会員，全日本スキー連盟，２００８．４
～現在
・吉田真：第２１回オリンピック冬季競技大会日本代表選手団，本部メディカルスタッフ（トレー
ナー），日本オリンピック委員会，Vancouver（CAN），２０１０．２．
・吉田真：FIS Freestyle World Championships２０１１，トレーナー，全日本スキー連盟，Deer
Valley（USA），２０１１．１．３０～２．５．
・吉田昌弘：北海道体育協会，測定員，北海道体育協会，２００４．４～現在．
・吉田昌弘：全日本スキー連盟NTC大倉山サポート部会，部会員，全日本スキー連盟，２００８．４
～現在
・吉田昌弘：日本スケート連盟スピード部ショートトラック強化委員会，医学スタッフ（トレー
ナー），日本スケート連盟，２０１０．９～現在
⑧受賞（学会優秀賞，奨励賞，その他）
・沖田孝一：平成２２年度 第２回女性健康科学研究会，平成２２年度 第２回女性健康科学研究
会研究賞，ロート女性健康科学財団，ホテルグランヴィア大阪，２００９年６月
・近藤雄一郎・進藤省次郎・竹田唯史：体育方法専門分科会，奨励賞 受賞（共同研究者），
アルペンスキー競技における技術・戦術構造について，日本体育学会第６０回大会，広島大学，
２００９．８．
・長島周平・竹田唯史：大学院生コンテスト，奨励賞受賞（共同研究者），野球における技術・
戦術構造について，平成２１年度北海道体育学会研究大会，北見工業大学，２００９．１１．
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